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【【【【市民協働市民協働市民協働市民協働のののの背景背景背景背景】】】】

【【【【定義定義定義定義】】】】

【【【【市民協働推進市民協働推進市民協働推進市民協働推進のののの方法等方法等方法等方法等】】】】

①　社会経済状況が大きく変化し、複雑、多様化した地域課題・市

　　民ニーズに対して、行政だけでは対応が困難になってきている。

②　行政システム等の社会システムが十分に機能しなくなっている。

　市民協働とは、「市民活動団体等と行政が、地域の課題や社会

的な課題の解決という公益性を持つ共通の目的のために、お互い

の特性や立場を尊重しながら、それぞれの役割と責任に基づき、

対等な関係のもとで協力して活動すること」をいう。
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•協働推進専門担当課の設置

•協働事業提案制度の創設（市民提案型・行政提案型）

•市民協働推進条例の制定

•市民協働推進のための第三者委員会の設置

•市民活動団体等に対する助成制度の創設

制度的条件整備制度的条件整備制度的条件整備制度的条件整備

•市職員の協働意識の向上

•市民、市民活動団体等の協働意識の向上

•町会・自治会の活性化

環境整備環境整備環境整備環境整備

市民協働支援市民協働支援市民協働支援市民協働支援センターのセンターのセンターのセンターの設置設置設置設置

協働事業協働事業協働事業協働事業のののの契約契約契約契約のありのありのありのあり方方方方

① 市民協働の原則を遵守

② 市民活動団体等と行政が協議

し仕様書を作成

③ 役割分担表の作成

④ 協議の機会を保証

⑤ 事業の成果（著作権等）の帰属

⑥ 複数年契約

⑦ 適切な間接費等

【【【【市民協働市民協働市民協働市民協働のののの意義意義意義意義（（（（効果効果効果効果）】）】）】）】

②　自治の意識が高まり、地域全体の力が向上する。

③　行政の透明性と効率性を高められる。

④　行政と市民活動団体等の相互理解や信頼関係が強まり、よりよいまちづくりにつながる。

①　多様なニーズに応じたきめ細かいサービスを受けられる。

•「新しい公共」を担う中心拠点としてのセンターの必要性

•多様な機能（ソフト機能）

•施設・設備（ハード機能）

•運営のあり方

市民協働支援市民協働支援市民協働支援市民協働支援センターのセンターのセンターのセンターの設置設置設置設置

⑦ 適切な間接費等

⑧ 前払い・概算払い

⑨ 情報公開

多様多様多様多様なニーズになニーズになニーズになニーズに応応応応じたきめじたきめじたきめじたきめ細細細細かいサービスのかいサービスのかいサービスのかいサービスの提供提供提供提供


